
����年度 エコノメトリックス � � 上級エコノメトリックス �

第 ��回講義補足資料

����年 �月 ��日

補足１　多変量正規分布について

第 ��回講義で示したように多変量正規分布の確率密度関数は次式で与えられる。
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�は �の分散共分散行列であり
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��� 独立な２変量正規分布の場合
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したがって
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が得られ、独立な確率変数 ��、��の同時確率密度変数の形で表現できることが確認できる。

��� （独立ではない）２変量正規分布の条件付分布と条件付期待値
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のとき、��を条件としたときの ��、すなわち �� � ��の分布をもとめよう。
条件付密度関数の定義より
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が得られる。よって ��を条件としたときの ��の確率密度関数は
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の正規分布の密度関数と等しくなる。

ゆえに ��の条件付期待値と条件付分散はそれぞれ
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になる。

補足�� �分布の特性関数について �再掲�

板書でも示したように、�分布の特性関数は教科書の記述 ��	����にもあるように、従来
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であると言われてきた。しかし、������� ��� ��がこれは誤りであることを指摘した。
正しくは、
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である。
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